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１ ． 調 査 報 告 概 要 表 

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価センター 

 

[認知症対応型共同生活介護用]                                                 
【評価実施概要】 

事業所番号 ２７７０１０４２５１ 

法人名 社会福祉法人 エージングライフ福祉会 

事業所名 グループホームクレーネ堺 

所在地 
堺市中区福田３３９番地２ 

         （電 話）０７２－２３０－５２８８ 
 

評価機関名 社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会 

所在地 大阪市中央区中寺１丁目１番５４号 大阪社会福祉指導センター内 

訪問調査日 平成 ２１年 １０月 １６日 

【情報提供票より】（平成 ２１年 ９月 １６日事業所記入） 

（１） 組織概要 
開設年月日      平成 １４年 １０月 １日 

ユニット数 ２ユニット 利用定員数計     １８人 

職員数  １３人 常勤 １３人,非常勤   人,常勤換算１０．６人

（２） 建物概要 

          鉄筋コンクリート 造り 
建物構造 

   ３階建ての    階 ～     １階部分 

（３） 利用料金等（介護保険自己負担分を除く） 

家賃（平均月額）   ４５,０００円 その他の経費（月額）        円 

敷    金 有（        円）    ○無  

保証金の有無 

(入居一時金含む) 

○有 （２００,０００円） 

無 

有りの場合 

償却の有無 
有 ／ ○無  

朝食          円 昼食        円 

夕食        円 おやつ        円 食材料費 

または１日当たり   １,５００円 

（４） 利用者の概要（平成 ２１年 ９月 １６日現在） 

利用者人数   １８名 男性  ３名 女性  １５名 

要介護１     １名 要介護２      ５名 

要介護３     ７名 要介護４      ３名 

要介護５     ２名 要支援２   ０名 

年齢 平均 ８４．１歳 最低  ７４歳 最高   ９５歳 

（５） 協力医療機関 

協力医療機関名 クレーネ堺診療所 

作成日 平成２１年１１月１１日 
【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】 

法人の理事長が、生まれ育った地域の利用者のために、地域に還元したいとの思
いで設立しました。管理者も同じ地域で育っていることもあり、地域からの励ま
しを力に利用者・地域の福祉向上に取り組んでいます。広い敷地の環境にも恵ま
れ、穏やかでゆったりとした雰囲気です。居室は和室で居心地のよい空間となり、
居室から外へ自由に出入りできます。「利用者の目線」を尊重し、本人の願いが
叶うよう支援すること、そのために何がしたいか感じることを大切にしていま
す。管理者は就任２ヶ月ですが、職員との信頼関係作りに努め、職員が前向きに
楽しく仕事ができるように応援しています。 
 

 
【重点項目への取り組み状況】 

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連科目：外部 4） 

前回の外部評価で示された「理念をわかりやすく表示」「家族への報告」「個
人情報の管理徹底」は改善できています。外部評価を受審することで、さら
なる質の向上に活かしています。 
 
今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部 4） 

重
点
項
目
① 外部評価の意義を理解した上で、全職員で自己評価に取り組みました。受審

することで、職員全員が現状を知ることから、サービスの質の向上につなげ
ていきたいと考えています。 
 
運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部 4,5,6） 

重
点
項
目
② 

運営推進会議の規程を策定し、２ヶ月に１回開催しています。利用者、家族、
自治会長、民生委員、地域包括支援センター職員の参加のもと、運営状況や
利用者の暮らし、行事、事故やヒヤリハットなど報告し、意見交換を行って
います。 
 
 
家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部 7,8） 

重
点
項
目
③ 

面会に見えたときには、積極的に家族に要望や意見を聞くようにしていま
す。月１回ホーム便りを発行し家族に送付して、より利用者の暮らしぶりを
理解してもらっています。意見箱の設置や家族との関係作りで、家族の希望
や願い・不満を表せる機会作りに工夫しています。 

日常生活における地域との連携（関連項目：外部 3） 

重
点
項
目
④ 

自治会の行事や地域の運動会への参加、保育所の園児や高校生の訪問、高校
の菊鑑賞会への参加等、地域との関わりは積極的です。今年はだんじりが、
ホーム前まで来てくれました。地域の方が利用者と将棋をしにきてくれた
り、近所の方が気軽に立ち寄ってくれたりするようになり、地域に溶け込ん
でいます。 
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２．調 査 報 告 書 

（   部分は重点項目です）                                  

外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）

○印 

(取り組みを期

待したい項目)

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

Ⅰ．理念に基づく運営 

 １.理念と共有 

1 1 

○地域密着型サービスとしての理念 

地域の中でその人らしく暮らし続ける

ことを支えていくサービスとして、事

業所独自の理念をつくりあげている 

「多様な福祉サービスがその利用者の意向を

尊重し、総合的に提供されるよう創意工夫す

ることにより、利用者が個人の尊厳を保持し

つつ自立した生活を地域社会において営むこ

とができるよう支援すること」を法人の理念

とし、①高齢者の人権を尊重する②高齢者の

立場に立ち、共感的態度で接する③高齢者の

安心感・信頼感が得られるよう接遇の基本を

守り対応する④限りある資源を大切にマネジ

メントする 以上４つをホーム独自の介護目

標として掲げています。また、共通の視点と

して①その人らしいあり方②その人にとって

の安心・快③暮らしの中での心身の力の発揮

④その人にとっての安心・健やかさ⑤なじみ

の暮らしの継続の５つを実現するために、「挨

拶」「笑顔」「傾聴」を大切に利用者に接する

ことを加えました。 

 

 

2 2 

○理念の共有と日々の取り組み 

管理者と職員は、理念を共有し、理念

の実践に向けて日々取り組んでいる 

職員は理念を理解し日常の業務に活かしてい

ます。理念や介護目標・共通の５つの視点は、

わかりやすいように表示され、毎日の職員の

指針になっています。会議や日常の中でも、

理念の確認を行っています。   
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 ２.地域との支えあい 

3 5 

○地域とのつきあい 

事業所は孤立することなく地域の一員

として、自治会、老人会、行事等、地

域活動に参加し、地元の人々と交流す

ることに務めている 

自治会の行事や地域の運動会への参加、保育

所の園児や高校生の訪問、高校での菊鑑賞会

への参加等、地域との関わりは積極的です。

今年は、だんじりがホーム玄関前まできてく

れました。地域の方が利用者と将棋を打ちに

きてくれたり、近所の方が気軽に立ち寄って

くれたりするようになり、地域に溶け込んで

います。 

 

 

 ３．理念を実践するための制度の理解と活用 

4 7 

○評価の意義の理解と活用 

運営者、管理者、職員は、自己評価及

び外部評価を実施する意義を理解し、

評価を活かして具体的な改善に取り組

んでいる 

自己評価は職員全員で取り組み、外部評価の

意義を共有しました。現状を知ることから質

の向上につなげようと取り組んでいます。  

前回の評価結果については、改善できていま

す。管理者は評価に対して積極的に取り組み、

サービスの質の向上に活かしていく姿勢が職

員に伝わっています。 

     

 

 

5 8 

○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの

意見をサービス向上に活かしている 

運営推進会議は２ヶ月に１回開催し、利用

者・家族・自治会長・民生委員・地域包括支

援センター職員の方たちに参加してもらっ

て、話し合いが行われています。事業所の取

り組みの報告や事故報告も行い、理解と支援

を得て改善に向けた取り組みが行われていま

す。運営推進会議の規定も作成されています。

今後、家族や地域の方たちから気づきや提案

がより出され、利用者や地域のための活動に

つながることが期待されます。       
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

6 9 

○ 市町村との連携 

事業所は、市町村担当者と運営推進会

議以外にも行き来する機会つくり、市

町村とともにサービスの質の向上に取

り組んでいる 

市の担当者や地域包括支援センター職員との

連携を図っています。管理者が法人のデイサ

ービスセンターの管理者を兼務していること

もあり、市の担当者と話す機会が多く、連携

が取りやすい関係です。 

 

 

 

 

 

 ４．理念を実践するための体制 

7 14 

○家族等への報告 

事業所での利用者の暮らしぶりや健康

状態、金銭管理、職員の異動等につい

て、家族等に定期的及び個々にあわせ

た報告をしている 

面会に来られた家族だけではなく、電話によ

る近況報告も行っています。月１回「クレー

ネ新聞」を発行し、写真付きで個別に利用者

の生活の様子を知らせています。金銭管理に

関しては、預かり金はありません。立て替え

て購入する場合は、家族に連絡し了解を得て

います。 

 

 

 

 

8 15 

○運営に関する家族等意見の反映 

家族等が意見、不満、苦情を管理者や

職員ならびに外部者へ表せる機会を設

け、それらを運営に反映させている 

面会に見えた時には積極的に家族の要望や意

見を聞くようにしています。運営推進会議に

家族も参加してもらうことで、意見・要望を

だしてもらう機会を作っています。意見箱の

設置も職員から見えにくいところに置き、意

見や苦情を出しやすいように工夫していま

す。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

9 18 

○職員の異動等による影響への配慮 

運営者は、利用者が馴染みの管理者や

職員による支援を受けられるように、

異動や離職を必要最小限に抑える努力

をし、代わる場合は、利用者へのダメ

ージを防ぐ配慮をしている 

職員の定着に努力しています。職員間や管理

者と職員のコミュニケーションを大切にし

て、管理者から積極的に声をかけるように努

めています。新人職員が入った時は、すぐに

業務に入るのではなく、利用者を知ってもら

う・利用者に慣れてもらうように関わりを大

事にしています。新人研修記録には先輩職員

からコメントが書かれ、新人職員に渡されて

おり、新人・先輩職員相互の学びにつながっ

ています。 

 

 

 

 ５．人材の育成と支援 

10 19 

○職員を育てる取り組み 

運営者は、管理者や職員を段階に応じ

て育成するための計画をたて、法人内

外の研修を受ける機会の確保や、働き

ながらトレーニングしていくことを進

めている 

法人全体の研修や勉強会を毎月実施し、出席

できる職員は参加し、参加できなかった職員

には伝達しています。現場で気づいたことを

伝え合う短時間のミーティングも貴重な勉強

の場と位置づけて、意識を高めています。 

「緊急時対応」「認知症」「感染症」の研修も

実施されています。 

 

 

 

11 20 

○同業者との交流を通じた向上 

運営者は、管理者や職員が地域の同業

者と交流する機会を持ち、ネットワー

クづくりや勉強会、相互訪問等の活動

を通じて、サービスの質を向上させて

いく取り組みをしている 

 

堺市中区グループホームの会が２ヶ月に１回

開催され、管理者が参加しています。今後は

管理者だけではなく、職員も他のグループホ

ームと交流できるよう参加する予定です。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

 １．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 

12 26 

○馴染みながらのサービス利用 

本人が安心し、納得した上でサービス

を利用するために、サービスをいきな

り開始するのではなく、職員や他の利

用者、場の雰囲気に徐々に馴染めるよう

家族等と相談しながら工夫している 

利用前には、管理者と職員で自宅を訪問する

システムになっています。また、原則、短期

利用型共同生活介護を利用してもらい、本人

も納得してから利用につなげています。 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 

13 27 

○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、一緒に過ごしながら喜怒哀

楽を共にし、本人から学んだり、支え

あう関係を築いている 

利用者の何気ない日常の生活の中で、得意分

野を見つけ、力を発揮してもらっています。

食事の盛り付け、洗い物、花の水やり等役割

が自然に決まり、家庭の中での役割のような

雰囲気です。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

 １．一人ひとりの把握 

14 33 

○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、

意向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している 

利用者との会話や傾聴を重視しており、日頃

から、利用者一人ひとりに対して、その人ら

しさや意向を引き出すことを特に重視し、利

用者が本当に行いたいことを把握できるよう

に努めています。利用者の日常の中のなにげ

ない言動でも見逃さないよう関わっていま

す。得られた一人ひとりの希望や意向は職員

間で話し合い、実現できるようにする取り組

みも行われています。今後は、利用者の言動

から得られた意向や希望、取り組んだ実践結

果については具体的に記録として残し、今後

の取り組みに活かすようにしてはいかがでし

ょうか。 

 

 

 ２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 

15 36 

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケ

アのあり方について、本人、家族、必

要な関係者と話し合い、それぞれの意

見やアイディアを反映した介護計画を

作成している 

本人や家族の意向を聞くとともに、利用者の

現在の状態を確認したアセスメント情報を基

に、カンファレンスを開催して職員からの意

見も取り入れて検討し、介護計画を作成して

います。作成した介護計画は、本人や家族か

ら同意の署名捺印を頂いています。また、職

員全員に回覧するとともに、計画に沿ったケ

アの実践状況について毎日記録をしていま

す。今後は、アセスメント記録などの記録様

式について利用者の状態把握だけではなく、

聞き取った希望や意向を記入する欄を設ける

などの工夫をしてはいかがでしょうか。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

16 37 

○現状に即した介護計画の見直し 

介護計画の期間に応じた見直しを行う

とともに、見直し以前に対応できない

変化が生じた場合は、本人、家族、必

要な関係者と話し合い、現状に即した

新たな計画を作成している 

毎月モニタリングを行い利用者の暮らしぶり

や意向の変化、現在の状況について把握して

います。介護計画の見直しは、定期的には６

ヶ月ごとに、状態の変化があった場合にはそ

の都度、見直しを行っています。本人の意向

を確認するとともに、家族に対しては、来訪

時に意向の確認をしています。必要があると

きには医療関係者からも情報収集を行い、現

在の状態を把握したうえで、管理者、計画作

成担当者、利用者の担当職員を中心としてカ

ンファレンスを行い、計画を作成しています。

見直された計画は、職員全員で共有していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 ３．多機能性を活かした柔軟な支援（事業所及び法人関連事業の多機能性の活用） 

17 39 

○事業所の多機能性を活かした支援 

本人や家族の状況、その時々の要望に

応じて、事業所の多機能性を活かした

柔軟な支援をしている 

ホームの空き部屋を使った短期利用型共同生

活介護事業を活用しており、新しく入居する

方がなじみながら入居できるような体制を整

えています。また、医療との連携体制を活か

し、かかりつけ医や歯科医師とも情報交換を

行い、日頃の健康管理や口腔ケアに活かして

います。また、地域の方に対して認知症につ

いての相談援助を行うことや、近隣の幼稚園

や高校との交流が、認知症理解に対する啓発

につながっています。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 ４．本人がより良く暮らし続けるための地域支援の協働 

18 43 

○かかりつけ医の受診支援 

本人及び家族等の希望を大切にし、納

得が得られたかかりつけ医と事業所の

関係を築きながら、適切な医療を受け

られるように支援している 

希望がある場合は、入居前からかかりつけの

医師に継続して受診できます。それ以外の場

合は、グループホームの協力医院の往診を、

内科や神経内科などの診療科ごとに週２回ず

つ受けることができ、日曜日や夜間について

も協力医院と連携ができる体制をとっていま

す。通院が必要な場合には家族が付き添うこ

とを基本としていますが、その際にはホーム

での様子を文書にして家族に渡し、かかりつ

け医への情報提供がスムーズに行われるよう

に配慮しています。また、状況や家族の意向

に応じて、職員が通院支援を行っています。

受診結果については、連絡ノート等を活用し

て、全職員へ情報の共有漏れがないようにし

ています。 

 

 

 

19 47 

○重度化や終末期に向けた方針の共有 

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、できるだけ早い段階から本人や

家族等ならびにかかりつけ医等と繰り

返し話し合い、全員で方針を共有して

いる 

グループホームとしては、重度化した場合や

終末期については、可能な限り対応していく

との方針です。過去には、実際に看取りを希

望した方への対応事例があります。重度化し

そうな利用者がいる場合には、家族の意向を

確認し、医療の専門家と連携を取りながら、

話し合いを行ったうえで、全職員と今後の具

体的な対応を話し合う取り組みをしていま

す。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

 Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

１． その人らしい暮らしの支援 

 （１）一人ひとりの尊重 

20 50 

○プライバシーの確保の徹底 

一人ひとりの誇りやプライバシーを損

ねるような言葉かけや対応、記録等の

個人情報の取り扱いをしていない 

 

 

個人情報保護規程は作成してあり、プライバ

シー保護について、法人が行う研修に参加し、

日常から利用者への接遇や対応について職員

同士で検討し合うことも行っています。そし

て、ケース記録や個人情報の入った書類の取

り扱いや保管には留意しています。 

 

 

 

 

 

21 52 

○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切に

し、その日をどのように過ごしたいか、

希望にそって支援している 

 

特別な日課を設定せず、利用者の意向やペー

スを尊重した支援を行っています。利用者の

意向により、食事も自室で食べることもあり

ます。その日の過ごし方や入浴なども一人ひ

とりの意向やペースを尊重した支援を行って

います。職員は、傾聴を大切にして、利用者

一人ひとりの日々の希望を汲み取ろうとする

姿勢で、声かけや様々な支援を行うよう努め

ています。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

  （２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援 

22 54 

○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人

ひとりの好みや力を活かしながら、利

用者と職員が一緒に準備や食事、片付

けをしている 

基本的には併設の特別養護老人ホームで調理

をしていますが、盛りつけは、利用者と職員

が一緒になって行い、一緒に楽しく食事をし

ています。配膳、下膳、後片づけも、可能な

利用者と一緒に行っています。また、月２回

は、一緒に調理をする日を設けています。メ

ニューについては、給食会議で話し合い、利

用者の好みを反映しているほか、季節に応じ

たメニューや利用者の誕生日を祝うメニュー

など、利用者が喜び、食事を楽しめるような

工夫を行っています。メニューによっては、

利用者一人ひとりの状態に応じて、細かくし

て食べやすくする支援も行っています。介助

が必要な利用者には、違和感なく介助を行っ

ていました。 

 

 

 

23 57 

○入浴を楽しむことができる支援 

曜日や時間帯を職員の都合で決めてし

まわずに、一人ひとりの希望やタイミ

ングに合わせて、入浴を楽しめるよう

に支援している 

 

利用者一人ひとりに、入浴する曜日や時間な

どの希望をきき、週３回の入浴を基本として

支援しています。体調が悪い場合などについ

ては、その時の状態に応じて臨機応変に対応

しているほか、チェック表を作成して、入浴

状況を把握し確認できるように工夫していま

す。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

  （３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援 

24 59 

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活

かした役割、楽しみごと、気晴らしの

支援をしている 

 

食事のメニューをホワイトボードに書く、食

事の準備や後片づけ、食堂の掃除、庭の水や

りなど、一人ひとりが得意なことや好きなこ

とを日常の生活の中で、活き活きと役割をも

って行っています。日々の関わりの中で、役

割や張り合いを持って生活できるように、な

にげないことであっても利用者が関心を示し

たことを職員間で話し合い、支援に活かすよ

うに心がけています。 

 

 

 

25 61 

○日常的な外出支援 

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひ

とりのその日の希望にそって、戸外に

出かけられるよう支援している 

 

 

毎日、近隣の公園に散歩に出かけ、外気に触

れ季節を感じる支援をしています。外に出た

がらない利用者に対しては、利用者同士が誘

い合ってみんなと一緒に外出できるような取

り組みをしています。また、希望により、近

隣の美容院へ出かける、百貨店に買い物に出

かけるなど、一人ひとりの個別外出支援にも

取り組んでいます。 

 

 

 

  （４）安心と安全を支える支援 

26 66 

○鍵をかけないケアの実践 

運営者及び全ての職員が、居室や日中

玄関に鍵をかけることの弊害を理解し

ており、鍵をかけないケアに取り組ん

でいる  

 

日中は開錠してあり、玄関から自由に出入り

できます。夜間と、日中でもやむを得ない場

合は玄関をロックすることがありますが、日

常的には、利用者は自由に出入りができ、自

由に生活できるように支援しています。 
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

27 71 

○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を身

につけ、日ごろより地域の人々の協力

を得られるよう働きかけている 

 

緊急時対応マニュアルは整備され、消防署の

協力を得て年２回、避難消火訓練を実施して

います。備蓄品は同じ敷地内にある特別養護

老人ホームに、水・カンパン・缶詰などが備

えてあります。これまでに、地域の方が訓練

を見学してくださることもありました。今後

は、地域の方と一緒に訓練を行うなど協力体

制について運営推進会議などで話し合うなど

してはいかがでしょうか。また、グループホ

ーム独自で備蓄することが望まれます。 

 

 

 

 

  （５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援 

28 77 

○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひと

りの状態や力、習慣に応じた支援をし

ている 

利用者一人ひとりの一日の食事量や水分量が

一目でわかるように、工夫したチェック表に

記録しています。その記録をもとに、充分な

栄養量・水分量が摂取できるよう、毎月の給

食会議や日々のミーティング内で話し合いを

行っています。また、管理栄養士や歯科医師

に相談して、えん下状態に応じた食事形態や

食べやすさについて、検討工夫しています。
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外

部 

自

己 
項 目 

取り組みの事実 

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

取り組みを期待したい内容 

（すでに取り組んでいることも含む） 

２． その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 

 （１）居心地のよい環境づくり 

29 81 

○居心地のよい共用空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）は、利用者に

とって不快な音や光がないように配慮

し、生活感や季節感を採り入れて、居

心地よく過ごせるような工夫をしてい

る 

共有空間には、ソファーや椅子が置かれゆっ

たりと過ごすことができます。一人で静かに

過ごしたい方のために一人になれるスペース

もあります。食堂兼リビングには、利用者が

作成した手芸の作品や手作りカレンダーが飾

っています。また、廊下や玄関には、地域の

方から頂いた絵画が飾ってありました。利用

者が、和やかにくつろぐことができるように

配慮をした共有空間作りがされていました。

 

 

 

30 83 

○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたもの

や好みのものを活かして、本人が居心

地よく過ごせるような工夫をしている 

 

利用者一人ひとりに対して、その人らしさを

尊重しており、利用者の意向により、畳を敷

いた和風の居室もありました。持ち込みは自

由で思い思いの物を持ち込み、くつろぐこと

ができるような工夫があります。持ち込みが

あまりない利用者に対しては、殺風景になら

ないよう家族に相談し、理解を得る等、くつ

ろげる環境作りに協力を求める働きかけも行

っています。 
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